
カトリック　広　島　教　区　報（ 1） 2007年１月15日　67号

カトリック

カトリック
広島司教区

発行責任者
編　集　者
澤野耕司神父

広島市中区幟町４−42
広島司教区館内
TEL（082）221−6017

№  67

2007年　教区年間テーマ

『平和の使徒となろう』
−殉教者を想い、

自分の信仰を生きる− 

　
二
〇
〇
六
年
十
二
月
の
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
で
、
二
〇
〇
七
年

の
教
区
年
間
テ
ー
マ
が
話
し
合
わ
れ
、『
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う
』

が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
五
年
後
、
十
年
後
の
広
島
教
区
を
見
据

え
た
教
区
の
基
本
方
針
と
し
て
出
さ
れ
た
昨
年
の
司
教
宣
言
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
こ
数
年
は
こ
れ
に
取
り
組
む
べ
き
も
の

と
さ
れ
た
。
ま
た
副
題
（
サ
ブ
テ
ー
マ
）
と
し
て
「
殉
教
者
を
想
い
、

自
分
の
信
仰
を
生
き
る
」
が
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
今
年
中
に
殉

教
者
の
列
福
が
な
さ
れ
、
広
島
で
『
正
義
と
平
和
』
全
国
集
会
が
開

か
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
。

　

評
議
会
の
中
で
、
年
間
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
比
較
的
に
容
易

に
決
定
さ
れ
、
今
後
も
五
年
間

は
こ
の
テ
ー
マ
で
教
区
に
お
け

る
福
音
宣
教
と
司
牧
に
取
り
組

ん
で
ゆ
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　

副
題
の
前
半
、「
殉
教
者
を

想
い
」
は
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

司
教
協
議
会
の
殉
教
者
列
福
調

査
特
別
委
員
会
編
の
小
冊
子

『
殉
教
者
を
想
い
、
と
も
に
祈

る
週
間
─
ペ
ト
ロ
岐
部
と
一
八

七
殉
教
者
の
列
福
に
向
け
て
』

を
参
考
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
殉
教
者
た
ち
は
単
に

抽
象
的
な
「
信
仰
」
を
持
っ
て

い
た
か
ら
で
は
な
く
、
政
治
的

世
界
と
も
関
係
す
る
具
体
的
信

仰
を
生
き
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

時
の
為
政
者
に
命
を
ね
ら
わ

れ
、
信
仰
に
命
を
捧
げ
た
と
い

う
こ
と
を
確
認
し
た
。そ
し
て
、

ま
た
こ
の
精
神
は
「『
正
義
と

平
和
』
全
国
集
会
」
の
精
神
と

重
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
年
間
テ
ー
マ
の
副
題
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
さ
れ
た
。

　

後
半
の
「
自
分
の
信
仰
を
生

き
る
」
に
つ
い
て
は
、
単
な
る

呼
び
か
け
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
と

な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
か
な
り
議
論
さ
れ
、
一
人
ひ

と
り
の
信
仰
を
生
き
る
と
い
う

決
意
を
表
す
も
の
と
し
た
。

（
殉
教
者
の
列
福
に
つ
い
て
は

第
四
面
に
関
連
記
事
掲
載
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
お
祝
い
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
が
、
時
代
の
流
れ
と
世
相

の
変
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
受
け
止
め
方
が
違
っ
て
く
る
よ
う
な
感

じ
が
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に
は
恩
恵
に
満
た
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

キ
リ
ス
ト
は
す
べ
て
の
人
の
救
い
の
た
め
、
そ
の
道
を
示
す
た

め
に
人
間
性
を
お
取
り
に
な
っ
て
、こ
の
世
に
降
誕
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
わ
き
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
一

人
で
も
多
く
の
人
に
そ
の
お
恵
み
を
分
か
ち
合
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
、
二
〇
〇
七
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
新
た
な
希

望
と
志
を
も
っ
て
、
今
年
こ
そ
は
そ
の
実
現
に
努
め
た
い
と
の
決

意
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
特
に
現
代
社
会
・
国
政

情
勢
の
中
に
あ
っ
て
は
「
平
和
の
実
現
」
が
、
大
き
な
課
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
二
面
へ
続
く
）

殉
教
者
の
列
福
と

『
正
義
と
平
和
』全
国
集
会
の
年

ク
リ
ス
マ
ス
と

　 

新
年
に
あ
た
っ
て

広
島
司
教
区
長
　
　
　

三
末
篤
實
司
教

倉吉教会
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日
本
で
は
既
に
、
那
覇
、
鹿

児
島
、
浦
和
、
東
京
教
区
な
ど

で
数
名
の
終
身
助
祭
が
働
い
て

い
ま
す
。

　

広
島
教
区
で
は
昨
年
十
月
の

蒜
山
司
祭
研
修
会
に
お
い
て
、

鹿
児
島
教
区
で
終
身
助
祭
と
し

て
働
い
て
い
る
桃
薗
淳
一
郎
助

祭
（
八
十
一
歳
）
を
招
い
て
、

こ
の
制
度
の
導
入
の
可
能
性
を

探
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
導

入
に
は
ま
だ
ま
だ
多
方
面
で
の

研
究
、
検
討
が
必
要
で
す
が
、

終
身
助
祭
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
簡
単
に
見
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

［
初
代
教
会
で
は
］

　

新
約
聖
書
の
使
徒
言
行
録
六

章
な
ど
に
は
使
徒
た
ち
を
助
け

る
た
め
に
助
祭
が
任
命
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

十
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
宣

教
・
司
牧
が
司
祭
中
心
と
な
り
、

助
祭
は
司
祭
に
な
る
一
つ
手
前

の
位
階
と
し
て「
過
渡
的
助
祭
」

だ
け
が
残
り
ま
し
た
。

［
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
］

　

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
、

「
教
会
憲
章
」
第
二
十
九
番
で
、

教
会
が
二
十
世
紀
の
世
界
の
中

で
そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に

再
び
終
身
助
祭
制
度
を
想
起
さ

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
導

入
に
つ
い
て
は
各
地
域
の
教
会

に
ゆ
だ
ね
て
い
ま
す
。

［
終
身
助
祭
の
資
格
］

　

助
祭
に
叙
階
さ
れ
た
者
は
聖

職
者
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
何
よ
り
も
神
様
か

ら
の
召
命
で
す
。
で
す
か
ら
、

本
人
の
望
み
、
あ
る
い
は
教
会

の
必
要
性
だ
け
で
求
め
ら
れ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

独
身
者
だ
け
で
な
く
、
既
婚

者
で
結
婚
生
活
を
続
け
て
い
る

人
も
、
男
性
で
あ
れ
ば
、
終
身

助
祭
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

［
終
身
助
祭
の
主
要
な
任
務
］

　

終
身
助
祭
の
司
牧
上
の
主
要

な
仕
事
は
、
聖
体
の
保
管
と
授

与
、
ミ
サ
中
の
福
音
書
の
朗
読

と
説
教
、
教
理
の
授
与
、
信
心

や
祈
り
の
司
会
、
結
婚
式
、
葬

儀
と
埋
葬
の
司
式
な
ど
で
す
。

［
生
活
費
・
活
動
費
］

　

終
身
助
祭
の
生
活
費
や
活
動

費
は
教
会
が
保
証
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
職
業
を

持
つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、

状
況
に
よ
っ
て
は
定
年
後
の
年

金
な
ど
で
生
活
し
て
も
ら
う
な

ど
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

［
そ
の
他
］

　

そ
の
他
、
養
成
の
こ
と
や
、

司
祭
職
や
信
徒
使
徒
職
と
の
関

係
な
ど
、
実
際
に
終
身
助
祭
制

度
の
導
入
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
広
島
教
区

で
は
今
後
こ
の
制
度
の
導
入
に

向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
て
行

く
と
し
て
い
ま
す
。

（
澤
野
耕
司
神
父
）

『正義と平和』
全国集会

◎2007年９月22日㈯〜24日㈪
◎『世界平和記念聖堂』周辺
　（広島市幟町教会・エリザベト音楽大学）
◎テーマ『平和の使徒となろう』
◎�サブテーマや分科会は未定 
（２月中に決定）
◎案内は５月に発送予定

（
一
面
司
教
あ
い
さ
つ
続
き
）

　

と
こ
ろ
で
、新
年
に
は
大
き
な
喜
び
の
日
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

［
列
福
式
に
向
け
て
］

　

ま
ず
、
ペ
ト
ロ
岐
部
と
一
八
七
名
の
日
本
の
殉
職
者
が
日
本
で

列
福
さ
れ
ま
す
。
広
島
教
区
か
ら
も
五
名
の
殉
教
者
が
列
福
さ
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
真
の
平
和
を
求
め
て
命

を
捧
げ
た
殉
職
者
た
ち
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
そ
の
列
福

を
盛
大
に
お
祝
い
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

［「
正
義
と
平
和
」
全
国
集
会
に
向
け
て
］

　

ま
た
、
今
年
は
、
特
に
昨
年
発
表
い
た
し
ま
し
た
福
音
宣
教
に

あ
た
っ
て
の
教
区
の
基
本
方
針
の
実
現
に
最
善
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
平
和
」「
き
ょ
う
ど
う
」、「
養
成
」
の
三

点
で
す
。
皆
で
祈
り
な
が
ら
、
特
に
平
和
の
実
現
に
向
か
っ
て
ま

い
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
、
九
月
に
は
「
正
義
と
平
和
」
全
国
集
会
を
広
島

で
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。「
平
和
の
使
徒
」
と
し
て

召
命
受
け
て
い
る
広
島
教
区
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
集
会
が

実
り
多
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
の
上
に
神
の
祝
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

終
身
助
祭
制
度

に
つ
い
て
考
え
る

クリスマスのミサ案内状とクッキーを 
近所の50軒に配りました。（玉野教会）
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昨
年
十
一
月
一
日
、
二
日
、

広
島
市
中
区
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
三
人
、
非
暴
力

の
チ
ベ
ッ
ト
独
立
運
動
に
取
り

組
む
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
最
高
指

導
者
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
、

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
人
種
隔

離
政
策
撤
廃
運
動
を
指
導
し
た

デ
ズ
モ
ン
ド
・
ツ
ツ
名
誉
大
主

教
、
英
国
・
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

出
身
の
平
和
運
動
家
ベ
テ
ィ
・

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
を
招
い
て

「
広
島
国
際
平
和
会
議
２
０
０

６
」
が
開
催
さ
れ
、最
後
に
「
赦

し
と
平
和
を
求
め
る
広
島
の
精

神
を
高
め
る
」
と
す
る
共
同
宣

言
を
採
択
し
閉
幕
し
た
。

　

一
日
夜
、
日
本
聖
公
会
、
カ

ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
、
広
島

市
キ
リ
ス
ト
教
会
連
盟
が
共
同

で
企
画
し
た
、「
平
和
の
祈
り
」

の
集
い
が
、
世
界
平
和
記
念
聖

堂
に
お
い
て
行
わ
れ
、「
広
島

国
際
平
和
会
議
２
０
０
６
」
に

招
か
れ
た
ツ
ツ
名
誉
大
主
教
と

ベ
テ
ィ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん

も
と
も
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

国
家
、
人
種
、
宗
教
を
こ
え
て
、

約
六
百
人
が
集
ま
っ
た
。

　

集
い
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
よ
る
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
広

島
市
キ
リ
ス
ト
教
会
連
盟
・
月

下
美
孝
牧
師
、
日
本
聖
公
会
神

戸
教
区
・
中
村
豊
主
教
、
カ
ト

リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
・
三
末
篤

實
司
教
に
よ
る
祈
り
が
あ
り
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
に
よ
る
読

経
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
高
校

合
唱
部
に
よ
る
合
唱
、
コ
ー
ル

ス
ガ
ン
デ
ィ
に
よ
る
仏
教
賛
歌

な
ど
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

　

ツ
ツ
大
主
教
は
「
核
兵
器
や

戦
争
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に

戦
う
人
、
平
和
や
寛
容
な
世
界

に
賛
同
す
る
人
の
た
め
に
祈
り

ま
し
ょ
う
」と
力
強
く
訴
え
た
。

　

三
末
司
教
は
、「
二
十
五
年

前
、
平
和
の
巡
礼
者
と
し
て
こ

の
聖
堂
に
来
ら
れ
た
故
ロ
ー
マ

法
王
ヨ
ハ
ネ
パ
ウ
ロ
二
世
は
、

『
戦
争
は
人
間
の
し
わ
ざ
で
す
。

戦
争
は
人
間
の
生
命
の
破
壊
で

す
。
戦
争
は
死
で
す
』
と
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。
生
き
と
し
生
け

る
も
の
す
べ
て
の
生
命
を
お
び

や
か
す
戦
争
・
暴
力
の
連
鎖
を

断
ち
、
復
讐
と
報
復
の
論
理
を

用
い
ず
、
和
解
と
ゆ
る
し
の
心

を
も
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
ひ
と

り
ひ
と
り
が
『
平
和
の
使
徒
』

と
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
」
と
祈
っ
た
。

　

日
本
国
憲
法
公
布
か
ら
六
十

年
を
迎
え
た
十
一
月
三
日
、
全

国
各
地
で
憲
法
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
広
島
で
は
三
末

司
教
が
呼
び
か
け
人
の
一
人
で

あ
る
「
九
条
ピ
ー
ス
・
フ
ェ
ス

タ　

ｉ
ｎ　

ヒ
ロ
シ
マ
」
に
約

七
千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
地
元
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
を
中
心
に
し
た
ラ
イ

ブ
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
歌
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
続
き
、
講

演
が
行
わ
れ
、
翻
訳
家
の
池
田

香
代
子
氏
は
、
パ
ワ
ー
エ
リ
ー

ト
が
国
の
富
の
半
分
を
稼
ぎ
出

し
て
い
る
現
実
か
ら
、
教
育
基

本
法
改
正
が
更
な
る
格
差
を
生

み
、
固
定
化
さ
れ
る
怖
さ
を
述

　

十
月
二
十
九
日
（
日
）、
幟

町
教
会
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
リ
カ
友

の
会
主
催
の
講
演
会
＆
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
講
演
を
さ
れ
た
の
は

ア
フ
リ
カ
友
の
会
代
表
徳
永
瑞

子
さ
ん
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ

ン
サ
ー
ト
の
出
演
は
、
ソ
プ
ラ

ノ
…
南
雲
英
代
さ
ん
、
オ
ル
ガ

ン
…
吉
岡
真
理
子
さ
ん
。

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
九
条

の
会
呼
び
か
け
人
で
作
家
の
小

田
実
氏
は
、「
改
憲
論
者
が
現

憲
法
を『
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
』

と
主
張
し
て
い
る
が
、
資
源
が

な
く
、
食
料
自
給
率
の
低
い
日

本
は
戦
争
で
き
な
い
と
い
う
現

実
を
見
よ
う
と
し
な
い
改
正
論

者
こ
そ
『
現
実
に
そ
ぐ
わ
な

い
』。
憲
法
の
理
想
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
『
現
実
的
』
で
あ

り
、だ
か
ら
こ
そ
『
憲
法
九
条
』

今
こ
そ
旬
」
だ
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
イ
ラ
ク
レ
ポ

ー
ト
、ゲ
ス
ト
歌
手
に
よ
る
歌
、

高
校
生
の
平
和
宣
言
と
続
き
、

参
加
者
全
員
で
の「
イ
マ
ジ
ン
」

大
合
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ツ
ツ
名
誉
大
主
教
と
ベ
テ
ィ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
氏
を
迎
え
て

　
平
和
の
祈
り

剣
を
取
る
者
は
皆
、
剣
で
滅
び
る

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
二
十
六
章
五
十
二
節

ツツ大主教−平和メッセージ

「
九
条
ピ
ー
ス
・
フ
ェ
ス
タ

  

ｉ
ｎ  

ヒ
ロ
シ
マ
」

レ
ポ
ー
ト

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
リ
カ
友
の
会

「
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の

子
ど
も
た
ち
に
愛
の
手
を
」

徳
永
瑞
子
講
演
＆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

幟町教会
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一
五
四
九

年
、
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
に
よ
っ
て

始
め
ら
れ
た
日

本
の
福
音
宣
教

は
、
一
五
九
七

年
の
「
日
本
二

十
六
聖
人
」
の

殉
教
以
後
、
過

酷
な
歴
史
を
刻

む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

為
政
者
に
よ

る
と
教
会
と
キ

リ
ス
ト
教
徒
に

対
す
る
弾
圧
、

迫
害
、
そ
し
て

殉
教
。

　

国
内
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の

地
方
に
、
信
仰

の
た
め
に
生
命
を
さ
さ
げ
る
殉

教
者
が
輩
出
し
ま
し
た
。

　

世
界
の
多
く
の
教
会
と
同
じ

よ
う
に
日
本
の
教
会
の
基
礎
は

殉
教
者
の
流
し
た
尊
い
血
に
よ

っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
、「
二
十
六
聖
人
」

「
ト
マ
ス
西
と
同
志
殉
教
者
」

十
六
人
、「
二
〇
五
福
者
」、
合

わ
せ
て
二
四
七
人
の
教
会
に
公

認
さ
れ
た
殉
教
者
が
存
在
し
ま

す
。

福
者
た
ち
の
特
徴

　

こ
の
度
、
二
十
五
年
に
及
ぶ

運
動
が
実
を
結
び
、「
ペ
ト
ロ

岐
部
と
一
八
七
殉
教
者
」
が
新

た
に
福
者
の
位
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
八
八
人
の
殉
教
者
に

は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

　

一
．
殉
教
の
地
が
東
北
、
関

東
、
関
西
、
中
国
、
九
州
に
及

ん
で
い
る
こ
と
。

　

二
．
信
徒
、
修
道
者
、
司
祭
、

町
民
、
農
民
、
武
士
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
階
層
、
身
分
、
職
業

の
人
々
で
あ
る
こ
と
。

　

三
．
幼
児
か
ら
老
人
に
い
た

る
ま
で
の
男
女
、健
常
者
、障
が

い
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

　

広
島
教
区
か
ら
も
五
人
が
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

殉
教
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

を
救
い
主
と
信
じ
る
信
仰
を
徹

底
し
て
生
き
抜
い
た
結
果
で

す
。
こ
の
世
の
生
命
よ
り
も
信

仰
を
優
先
す
る
生
き
方
で
す
。

し
か
し
同
時
に
、
殉
教
者
の
力

は
、
ま
ず
第
一
に
、
神
か
ら
の

恵
み
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

「
殉
教
者
の
血
は
教
会
の
種
子
と
な
る
」

（「
マ
ル
チ
リ
オ
の
勧
め
」

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
信
仰
書
）

　

わ
た
し
た
ち
の
教
区
に
五
人

の
新
し
い
福
者
が
誕
生
す
る
機

会
に
、
現
代
の
日
本
の
社
会
の

中
で
、
信
仰
を
も
っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
、
福
音
的
価
値
に
徹

す
る
こ
と
を
学
び
、
深
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

広島教区の５人の新しい福者

メルキオル熊谷豊前守元直　　1605年８月16日　萩

ダミアン伝道士　　　　　　　1605年８月19日　山口

フランシスコ遠山甚太郎　　　1624年２月16日　広島

マティアス庄原市左衛門　　　1624年２月17日　広島

ヨアキム九郎右衛門　　　　　1624年３月８日　広島

　

こ
の
ひ
と
月
の
間
に
二
つ

の
巡
礼
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

沖
縄
と
鶴
島
で
す
。
ど
ち

ら
の
島
も
、
人
間
の
暴
虐
な

力
が
束
に
な
っ
て
、
神
か
ら

の
た
ま
も
の
で
あ
る
い
の
ち

に
襲
い
か
か
り
、
ま
た
奪
い

去
っ
た
場
所
で
す
。

　

訪
ね
る
わ
た
し
た
ち
に

「
死
」
が
突
き
つ
け
ら
れ
ま

す
。
沖
縄
そ
し
て
鶴
島
の
地

に
立
つ
と
、
不
遇
の
死
に
追

い
込
ま
れ
た
人
々
が
、
信
仰

者
が
静
か
に
わ
た
し
た
ち
に

「
し
っ
か
り
人
間
と
し
て
、

信
仰
者
と
し
て
生
き
て
く
だ

さ
い
」
と
叫
び
う
っ
た
え
て

い
る
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。そ
し
て
、彼
ら
の
声
は
と

り
も
な
お
さ
ず
、
広
島
教
区

民
の
召
命
・
共
通
目
標
で
あ

る「
平
和
の
使
徒
に
な
ろ
う
」

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
も
っ
と
も

っ
と
こ
の
世
を
去
っ
た
方
々

の
無
念
の
思
い
、
平
和
の
思

い
、篤
い
信
仰
を
受
け
止
め
、

「
聖
徒
の
交
わ
り
」と
い
う

「
き
ょ
う
ど
う
」を
信
仰
の
支

え
と
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

沖
縄
平
和
巡
礼
と
鶴
島
聖
地
巡
礼

後
藤　

正
史
神
父　

ペトロ岐部と187殉教者 列 

福 

式 

は 

長 

崎 

で

日 

程 

は 

ま 

だ 

未 

定
　

広島己斐　殉教者記念碑

萩　殉教者記念碑

祭壇前の馬小屋（呉教会）
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今
私
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
担
当

と
い
う
こ
と
で
、
月
一
回
、
幟
、

福
山
、
津
山
、
倉
敷
、
海
田
、

東
広
島
、
呉
、
そ
し
て
向
原
な

ど
の
教
会
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

あ
る
い
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
交

え
た
ミ
サ
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う

に
、
私
た
ち
の
社
会
に
は
多
く

の
外
国
籍
の
人
々
が
働
い
て
い

ま
す
。
教
会
も
そ
の
流
れ
の
中

で
、
多
く
の
外
国
籍
の
人
々
が

来
て
い
ま
す
。
あ
る
教
区
、
小

教
区
で
は
、
日
本
人
の
信
者
よ

り
外
国
籍
の
信
者
の
ほ
う
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
キ
リ
ス
ト
者
は
主
を
信
じ
る

同
じ
兄
弟
と
し
て
一
つ
の
家
族

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
や
や
も
す
る
と
、

こ
こ
は
日
本
、日
本
人
の
国
だ
、

日
本
の
法
律
や
習
慣
が
気
に
い

ら
な
け
れ
ば
、
自
分
の
国
に
帰

れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
を
持
っ

て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
の
主
イ
エ
ス
は
、
か

つ
て
、
父
の
御
旨
を
行
う
も
の

が
私
の
兄
弟
姉
妹
、
母
で
あ
る

と
言
わ
れ
血
縁
の
壁
、
ひ
い
て

は
民
族
、
国
家
の
壁
を
取
り
払

わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
外
国

籍
の
か
た
が
た
と
共
に
、
主
の

み
国
の
到
来
の
た
め
に
力
を
尽

く
し
た
い
も
の
で
す
。

　

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

が
、
外
国
人
が
住
み
や
す
い
国

は
、日
本
人
に
も
住
み
や
す
い
、

を
合
言
葉
に
、
外
国
人
基
本
法

制
定
を
も
と
め
て
署
名
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
津
山
教
会
で
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
ミ
サ
の
後
で
す
。

こ
こ
で
は
、
仕
事
を
終
え
た
後

集
ま
っ
て
く
る
の
で
、
夜
八
時

の
ミ
サ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
野
中　

泉
神
父
）

［
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
交
え
た
ミ
サ
］

第
一
日
曜
日
　
　
幟
町
　
　
午
前
十
一
時

　
　
　
　
　
　
　
福
山
　
　
午
後
三
時

第
二
土
曜
日
　
　
津
山
　
　
午
後
八
時

第
二
日
曜
日
　
　
倉
敷
　
　
午
後
三
時

第
三
土
曜
日
　
　
海
田
　
　
午
後
七
時

第
三
日
曜
日
　
　
東
広
島
　
午
前
九
時

　
　
　
　
　
　
　
呉
　
　
　
午
後
二
時

第
四
日
曜
日
　
　
向
原
　
　
午
前
十
時

　

元
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
ア
ル
ペ

神
父
の
日
本
と
世
界
で
の
貢
献

に
感
謝
し
、
威
徳
を
偲
ぶ
た
め

に
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

二
〇
〇
七
年
二
月
三
日

　
　
　

十
三
時
か
ら
十
六
時

場
所　

西
日
本
霊
性
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
元
長
束
修
練
院
）

●
奏
で
ら
れ
る
ギ
タ
ー
と
抱
擁

さ
れ
る
よ
う
な
声
に
み
ん
な
が

聞
き
入
っ
た
素
敵
な
夜
だ
っ

た
。
セ
ン
タ
ー
の
、
年
に
一
度

の
お
祭
り「
出
会
い
の
祝
祭
」を

十
一
月
に
開
催
し
た
。
日
頃
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
市
民

や
、
お
友
達
を
招
い
て
人
と
人

と
が
出
会
う
こ
と
を「
祝
う
」日

だ
。
大
阪
と
愛
知
か
ら
趣
旨
に

賛
同
し
て
く
れ
た
ミ
ー
ジ
シ
ャ

ン
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
、
大

に
ぎ
わ
い
で
夜
が
更
け
て
い

く
。
●
こ
の
準
備
を
し
て
い
た

十
月
に
事
件
が
起
こ
っ
た
。
下

関
の
朝
鮮
学
校
で
音
楽
室
の
楽

器
が
校
庭
に
ば
ら
ま
か
れ
、
全

国
の
朝
鮮
学
校
で
脅
迫
や
無
言

電
話
が
相
次
い
だ
。
少
し
前
に

北
朝
鮮
の
核
実
験
が
実
施
さ
れ

た
。
●
ア
メ
リ
カ
、旧
ソ
連
、

フ
ラ
ン
ス
、イ
ン
ド
、パ
キ
ス
タ

ン
が
核
実
験
を
行
っ
た
時
、日

本
に
住
む
こ
れ
ら
の
国
の
子
ど

も
達
は
脅
迫
さ
れ
た
か
？
●
朝

鮮
学
校
へ
の
嫌
が
ら
せ
は
、
今

も
温
存
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
人
差

別
が
核
実
験
と
い
う「
引
き
金
」

で
噴
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
と

も
な
抗
議
で
は
な
い
か
ら
顔
も

出
さ
ず
、名
前
も
名
乗
ら
な
い
。

歪
ん
だ
心
が
見
え
て
く
る
●
そ

こ
で「
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
の
子
ど

も
た
ち
を
見
守
ろ
う
！
」
と
全

国
に
呼
び
か
け
た
ア
ピ
ー
ル
を

出
し
た
。
僕
た
ち
の
知
ら
な
い

所
で
チ
ェ
ー
ン
の
よ
う
に
繋
が

っ
て
い
く
支
援
が
、
セ
ン
タ
ー

の
フ
ァ
ク
ス
を
鳴
ら
し
続
け

た
。
全
国
八
十
七
の
団
体
・
個

人
の
賛
同
が
寄
せ
ら
れ
、
記
者

会
見
で
発
表
し
た
。
●「
祝
祭
」

で
は
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ
の「
素
晴
ら
し
き
こ
の
世
界
」

が
歌
わ
れ
た
。悲
し
い
こ
と
も

起
こ
る
け
ど
、
賛
同
し
て
く
れ

た
見
知
ら
ぬ
友
を
想
い
聞
き
入

っ
た
。
●
木
々
は
緑
に
輝
き
、

赤
い
バ
ラ
は
美
し
く
ど
れ
も
私

た
ち
の
為
に
咲
い
て
い
る
、
そ

し
て
ふ
と
思
う
、
な
ん
て
素
晴

ら
し
い
世
界
／
友
だ
ち
が
手
を

と
り
あ
い
、「
愛
し
て
る
」と
挨

拶
を
か
わ
し
て
い
る
／
赤
ん
坊

は
泣
き
や
が
て
育
っ
て
い
く
、

き
っ
と
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び

な
が
ら
／
そ
し
て
ふ
と
思
う
、

な
ん
て
素
晴
ら
し
い
世
界
／
な

ん
て
素
晴
ら
し
い
世
界
／
Ｏ

Ｈ
，
Ｙ
Ｅ
Ｓ
…
●
新
年
お
め
で

う
！
（
細
江
教
会
・
廣
崎
隆
一
）

　

海
峡
か
ら
の
風
５

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ア
ル
ペ
神
父
の
列
福
祈
願
ミ
サ

壁
を
取
り
払
お
う

山口教会
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私
は
一
九
七
四
年
十
月
六
日

に
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
バ
タ

ー
ベ
ン
ゲ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

両
親
は
六
人
の
子
供
に
恵
ま
れ

ま
し
た
が
、
男
子
一
人
と
女
子

一
人
が
幼
い
こ
ろ
に
麻
疹
に
か

か
っ
て
亡
く
な
っ
た
の
で
、
姉

二
人
と
妹
に
囲
ま
れ
た
一
人
息

子
と
し
て
育
ち
ま
し
た
。

　

コ
ン
ゴ
で
は
昔
か
ら
宣
教
師

た
ち
が
教
育
や
健
康
に
関
す
る
活

動
や
福
祉
事
業
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
政
府

が
数
年
間
国
民
の
最
低
限
の
権
利

を
守
る
た
め
の
努
力
を
し
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。

　

淳
心
会
の
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
人
神

父
は
、
私
の
田
舎
に
キ
ャ
ン
プ
を

張
り
、
あ
ち
こ
ち
に
道
を
作
っ
た

り
補
修
し
た
り
橋
を
架
け
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
の
援
助
を
使
い
、
人
々
が
神

様
の
救
い
を
少
し
で
も
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
質
素
な
生
活
を
し
な
が

ら
立
派
な
仕
事
を
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
私
も
い

つ
か
世
界
の
ど
こ
か
で
働
こ
う
と

い
う
夢
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。十
二
歳
で
小
神
学
校
に
入
り
、

文
化
や
方
言
の
違
う
子
供
た
ち
と

教
区
司
祭
た
ち
の
下
で
共
同
生
活

を
送
り
ま
し
た
。
懐
か
し
く
楽
し

い
思
い
出
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

記
憶
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
後
一
年
間
教
師
と

し
て
働
き
、
淳
心
会
の
修
錬
所
に

入
り
、
一
九
九
六
年
十
月
七
日
に

初
誓
願
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
後

イ
エ
ズ
ス
会
の
大
学
で
哲
学
を
、

カ
メ
ル
ー
ン
で
神
学
を
勉
強
し
ま

し
た
。
あ
る
日
宣
教
師
と
し
て
任

命
さ
れ
た
い
国
を
選
ぶ
よ
う
に
言

わ
れ
、
運
よ
く
私
の
第
一
希
望
で

あ
る
日
本
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
か
ら
大
阪
日
本

語
教
育
セ
ン
タ
ー
で
学
び
、

色
々
な
国
か
ら
来
た
学
生
と
我

慢
強
く
て
親
切
な
日
本
人
の
先

生
に
出
会
い
ま
し
た
。
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
が
山
ほ
ど
心
に

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
倉
敷
に
移
動
し
、

現
在
は
、
一
月
十
三
日
に
大
阪

教
区
の
阿
倍
野
教
会
で
助
祭
叙

階
の
恵
み
を
受
け
る
た
め
、

色
々
と
準
備
中
で
す
。

　

来
日
し
て
こ
れ
ま
で
様
々
な

方
法
で
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
力
を

貸
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
宜

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

『
私
の
背
景
の
一
部
分
』

　
　

淳
心
会
神
学
生

　
　

倉
敷
教
会ブイ

ン
ガ
・
ブ
レ
ー
ズ
　
　

〈52〉

　

福
山
で
十
一
月
三
日
に
広
島

教
区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

行
わ
れ
た
。
参
加
は
、
呉
・
幟

町
・
廿
日
市
・
福
山
・
三
篠
の

五
つ
の
教
会
。
参
加
人
数
は
、

四
十
人
ほ
ど
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流

し
た
。

　

広
島
で
教
区
青
年
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
未
来

の
教
会
」。
日
ご
ろ
、
色
々
な

と
こ
ろ
で
教
会
に
関
わ
っ
て
る

青
年
の
方
々
、
各
教
会
や
地
区

の
枠
を
こ
え
て
み
ん
な
で
集
ま

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
…
四
月
二
十
九
〜
三
十
日

場
所
…
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

　
　
　

西
条
校
舎
（
予
定
）

詳
し
く
は
各
教
会
配
布
の
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
参
照
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年
情

報
セ
ン
タ
ー
〇
八
二
―
二
二
一

―
〇
〇
六
四
ま
で
。

広
島
教
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

毎
年
恒
例
の
中
ブ
ロ
が
、
岡

山
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ

は
「
人
か
ら
人
へ
の
感
情
」。

日
時
…�

三
月
二
十
四
〜
二
十
七

日

場
所
…�

岡
山
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
女
子
大
一
宮
校
舎

対
象
…�

中
学
三
年
生
〜
高
校
三

年
生

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年
情

報
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

お
知
ら
せ

　

今
年
の
教
皇
の
「
世
界
平
和

の
日
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
テ
ー

マ
は
『
平
和
の
中
心
で
あ
る
人

間
の
人
格
』。
人
は
社
会
や
国

家
の
た
め
に
あ
る
以
前
に
、
神

か
ら
の
「
人
格
」
の
尊
厳
を
持

つ
。
政
治
家
は
し
ば
し
ば
そ
の

逆
を
好
む
。
日
本
は
今
、
国
の

た
め
の
「
人
材
」
教
育
を
目
指

し
、
人
格
を
破
壊
す
る
戦
争
へ

の
道
を
進
も
う
と
し
て
い
る
。

殉
教
者
は
そ
れ
に
抗
っ
て
生

き
、
命
を
捧
げ
、
信
仰
を
守
っ

た
。

広
島
教
区
青
年
大
会

２
０
０
７

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
生
大
会


